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〈
出
　
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
一
手
目
が
白
の
眼

形
を
奪
う
急
所
の
一
着
で
す
。

（
５
分
で
初
、
二
段
以
上
）

員
の
声
は
短
期
間
で
１
万
を

超
え
た
こ
の
署
名
に
集
約
さ

れ
て
い
る
。
ま
だ
勧
告
ま
で

時
間
は
あ
る
。
職
員
の
立
場

に
立
ち
見
直
し
を
中
止
す
る

よ
う
求
め
る
」
と
質
し
た
の

に
対
し
、
人
事
院
の
鈴
木
連

絡
調
整
官
（
職
員
福
祉
局
）

は
、
机
上
に
積
み
上
が
っ
た

事
院
に
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
上
京
団
の

代
表
が
人
事
院
に
対
し
「
反

対
署
名
」
の
提
出
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
全
国
税
本
部
・

松
岡
書
記
次
長
が
「
国
税
職

方
切
り
捨
て
・
中
高
年
職
員

の
生
活
破
壊
・
本
府
省
お
手

盛
り
と
い
う
最
悪
な
内
容
の

「
給
与
構
造
『
見
直
し
』
」
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
税
は
、
こ
の
行
動
に

全
国
の
職
場
か
ら
積
み
上
げ

た
１
万
筆
を
超
え
る
「
給
与

構
造
『
見
直
し
』
反
対
署
名
」

を
携
え
て
結
集
し
ま
し
た
。

職
場
カ
ン
パ
の
協
力
も
得

て
10
名
超
の
上
京
団
を
組
織

し
た
東
海
地
連
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
多
く
の
仲
間
が
大

結
集
し
、
「
ス
ト
ッ
プ
！
給

与
構
造
見
直
し
」
の
声
を
人

６
月
24
日
、
東
京
・
霞
ヶ

関
周
辺
に
お
い
て
、
国
公
労

連
等
が
主
催
す
る
「
05
年
夏

季
闘
争
／
６
・
24
中
央
行

動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
人
勧
で
人
事
院
は
、
地

役
職
貢
献
度
の
反
映
は
、

そ
も
そ
も
指
定
職
俸
給
表
や

給
与
見
直
し
で
キ
ャ
リ
ア
用

に
級
の
増
設
を
用
意
す
る
よ

う
に
、
俸
給
表
そ
れ
自
体
に

貢
献
度
が
反
映
さ
れ
て
お

り
、
二
重
に
貢
献
度
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

初
任
給
が
低
く
若
い
と
き

は
低
賃
金
を
強
い
ら
れ
、
長

期
勤
続
で
な
ん
と
か
給
与
が

増
加
し
て
い
き
、
退
職
金
の

①　支給率のフラット化
勤続年数が長いほど累進的

に高くなる支給率を見直し、
支給率の上昇をフラット化す
る。次項の「職責貢献調整額」
の加算がない長期勤続者の退
職金は削減となる。
［最終月額の減少×支給率の
減少＝退職金減少］

②　職責貢献調整額（仮称）
で加算
退職前5年間の役職を反映

させるために、役職ごとに決
めた金額に５年間のうちのそ
の役職在職年数を掛け合わ
せ、従来方式で算定した金額
に上積みする。
当然、役職反映額は上位ほ

ど高く設定され、さらにキャ
リア用として「特別調整率
（仮称）」を創設するなど、露
骨なキャリア優遇となる。
［減少退職金＋職責貢献調整
額＝現行水準維持or退職金増
額］

総
務
省
は
、
国
家
公
務
員

の
退
職
金
を
47
年
ぶ
り
に
改

悪
す
る
方
針
を
固
め
、
人
事

院
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

「
給
与
見
直
し
」
と
同
時
並

行
で
進
め
、
退
職
手
当
法
改

正
案
を
次
期
国
会
に
提
出
し

て
早
け
れ
ば
来
年
度
に
も
新

制
度
に
移
行
し
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

現
行
は
「
最
終
月
額
×
勤

続
別
支
給
率
」
で
退
職
金
額

が
決
ま
り
ま
す
。
「
給
与
見

直
し
」
で
中
高
年
の
俸
給
月

額
７
％
削
減
を
反
映
し
て
退

職
金
は
大
幅
削
減
と
な
る
た

め
こ
の
減
額
分
を
補
う
狙
い

も
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
期

待
す
る
に
は
程
遠
い
内
容
で

す
。改

革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ず

ば
り
「
上
厚
下
簿
」
。
退
職

手
当
の
原
資
総
額
は
現
行
を

維
持
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
要
は
「
下
の
者
」
の
退

職
金
を
削
っ
て
、
役
職
者
に

回
す
と
い
う
エ
ゲ
ツ
ナ
イ
も

の
。
提
示
し
て
い
る
内
容
は

別
枠
（
右
下
）
の
通
り
で
す
。
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“非常識追放”
1 1 0 番

zenkokuzei@aol.com
全
国
税
は
、
職
場
か
ら
セ
ク
ハ

ラ
や
イ
ジ
メ
な
ど
の
非
常
識
を

な
く
す
た
め
、「
非
常
識
追
放

一
一
○
番
」
を
常
時
設
置
し
て

い
ま
す
（
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上

記
の
番
号
ま
で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

「
全
国
税
」

前
号
の
「
東

京
局
で
大
量

の
降
格
人
事

が
発
令
さ
れ

る
の
で
は
と

の
嫌
な
噂
が
…
」
に
関
し
て
、

連
日
の
如
く
組
合
本
部
に
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
▼
基
本
的

に
匿
名
だ
が
い
ず
れ
も
深
刻

な
声
で
「
降
格
人
事
の
規
模

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
も
の
。
一
時
金
で

は
勤
勉
手
当
の
低
率
支
給
が

現
実
と
な
り
、
規
定
が
あ
る

と
は
い
え
今
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
事
態
が
恒
常
化
し

て
き
て
い
る
よ
う
だ
▼
個
人

情
報
保
護
法
の
見
地
か
ら

「
異
動
速
報
」
も
廃
止
さ
れ
、

職
場
内
の
「
情
報
」
が
絶
た

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
職
員

は
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
す
ら

分
か
ら
ず
指
示
さ
れ
た
仕
事

を
不
安
の
中
で
こ
な
す
し
か

な
い
▼
こ
れ
が
長
官
の
云
う

「
風
通
し
の
良
い
職
場
」
な

の
だ
ろ
う
か
。
労
働
組
合
の

存
在
意
義
を
職
場
の
中
で
再

確
認
す
べ
き
時
だ
ろ
う
。

支
給
を
受
け
て
民
間
と
肩
を

並
べ
る
と
い
う
の
が
、
公
務

員
の
生
涯
賃
金
で
す
。

こ
う
し
た
仕
組
み
の
下
で

働
か
せ
て
お
い
て
、
い
ざ
退

職
と
い
う
と
き
に
退
職
金
を

大
幅
削
減
す
る
制
度
に
す
る

と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
理

が
あ
り
ま
せ
ん
。

現
行
水
準
を
維
持
す
る
よ

う
、
職
場
か
ら
大
き
く
声
を

上
げ
ま
し
ょ
う
。

１
万
超
の
署
名
を
前
に
「
重

み
が
あ
る
署
名
だ
、
要
望
は

伝
え
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

上
京
団
は
「
地
方
を
馬
鹿

に
す
る
な
」
「
行(

二)

職
員

の
給
与
切
り
下
げ
は
も
う
許

さ
れ
な
い
」
「
見
直
し
の
一

部
た
り
と
も
容
認
で
き
な

い
」
な
ど
と
追
及
し
ま
し
た
。

▼ 10,033筆の「反対署名」を提出し、人事院に「給与
構造見直し」中止を求める全国税代表　［右から、伊
藤さん（近畿）、大野さん（東海）、坂東さん（北海道）、
仲林さん（関信）。左端は人事院・鈴木連絡調整官］

▼ 昼の人事院前行動で愛知支部作成のプラカードを掲げる全国税・上京団の仲間

▲「反対署名」提出行動で人事院前に結集した全国税の上京団と参加者

▼
人
事
院
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
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■
北
海
道
地
連
■

遠
藤
さ
ん
（
普
30
・
帯
広
）
に

北
海
道
地
連
で
初
と
な
る
統
括
官

発
令
の
内
示
（
釧
路
）
が
あ
り
、

職
場
の
周
り
か
ら
一
斉
に
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

■
東
京
地
連
■

重
点
要
求
で
あ
っ
た
、
来
年
３

月
で
退
職
を
迎
え
る
武
田
さ
ん

（
普
24
・
東
村
山
）
、
鈴
木
さ
ん

(

39
年
採
・
板
橋
）
の
８
級
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
官
の
内
示
が

あ
り
決
着
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岡

沢
さ
ん
（
普
28
・
江
戸
川
南
）
、

野
坂
さ
ん
（
普
30
・
江
戸
川
南
）

に
統
括
官
が
内
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
東
海
地
連
■

浅
野
さ
ん
（
普
27
・
多
治
見
）

が
特
官
（
四
日
市
）
に
内
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
三
重
支
部
が
久
し

ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

■
近
畿
地
連
■

「
52
歳
の
壁
」
が
２
年
前
倒
し
。

芦
田
さ
ん
（
普
32
・
豐
能
）
、
村

田
さ
ん
（
普
32
・
富
田
林
）
、
樫

山
さ
ん
（
普
33
・
門
真
）
に
特
官

の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

■
関
信
・
北
陸
で
も
８
級
ポ
ス
ト

へ
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

計
画
残
業

【
東
北
・
青
森
支
部
】

各
署
で
「
毎
週
○
曜
日

は
●
時
間
」
な
ど
と
計
画

的
に
超
勤
が
行
わ
れ
て
お

り
、
ま
る
で
最
初
か
ら
事

務
計
画
に
超
勤
を
組
み
込

ん
で
計
画
を
策
定
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。
当
局

回
答
で
は
「
超
勤
を
前
提

と
し
な
い
」
「
突
発
的
事
態

な
ど
で
、
超
勤
を
し
て
も

ら
う
こ
と
は
あ
り
う
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
ど
う
し

て
こ
れ
だ
け
超
勤
が
行
わ

れ
る
事
態
を
放
置
す
る
の

か
。
事
務
計
画
の
策
定
に

誤
り
が
あ
っ
た
の
な
ら
、

し
っ
か
り
と
反
省
し
、
ハ

ッ
キ
リ
と
今
後
に
生
か
す

こ
と
を
約
束
す
べ
き
で
す
。

「
間
に
合
わ
な
い
か
ら
、
と

に
か
く
超
勤
で
…
」
と
い

う
の
は
お
か
し
な
話
で
す
。

斡
旋
や
め
よ

【
東
海
地
連
】

指
定
官
職
に
対
す
る

「
顧
問
先
斡
旋
」
が
続
い
て

い
ま
す
。
官
僚
の
天
下
り

に
国
民
の
強
い
批
判
が
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
斡
旋
に

関
し
て
も
当
然
「
お
か
し

い
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
平
成
12
年
に

は
、
前
札
幌
国
税
局
長
の

脱
税
事
件
が
大
き
な
問
題

に
な
り
ま
し
た
。
「
組
織
の

活
性
化
」
と
い
う
説
明
に

職
員
は
首
を
傾
げ
ま
す
。

指
定
官
職
を
な
ぜ
早
期

退
職
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の

職
員
は
退
職
後
は
再
任
用

す
る
か
、
自
分
で
顧
客
を

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
う
、
自
分
た
ち

の
既
得
権
に
固
執
す
る
時

代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
で
や
ね
ん

【
近
畿
・
豐
能
分
会
】

当
署
で
は
、
４
月
11
日

現
在
、
ま
だ
申
告
書
の
中

分
け
（
整
理
番
号
の
頭
よ

り
３
ケ
タ
位
）
が
済
ん
だ

段
階
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
週
よ
り
早
く
も
調
査

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
４

月
11
日
以
降
の
調
査
人
員

は
21
名
（
18
日
よ
り
24
名
）、

申
告
書
の
変
て
つ
事
務
に

は
19
名
。
決
算
書
の
も
ど

こ
に
あ
る
の
か
判
ら
な
い

う
ち
か
ら
何
で
調
査
に
行

く
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
、

問
題
提
起
し
て
い
ま
す
が
、

一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。

声
を
あ
げ
よ
う

【
東
海
・
熱
田
分
会
】

「
給
与
構
造
の
見
直
し
」

は
、
人
事
院
が
財
界
（
日

本
経
団
連
）
の
圧
力
に
負

け
て
出
し
て
き
た
も
の
で

す
。
ど
ん
な
独
裁
国
家
で

も
、
心
の
中
で
「
賃
下
げ

反
対
」
と
思
う
こ
と
は
で

き
ま
す
。
幸
い
日
本
は
、

心
の
中
で
し
か
反
対
と
言

え
な
い
よ
う
な
独
裁
国
家

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
全
国
税
に
加
入
し
て

運
動
に
加
わ
る
と
い
う
、

政
府
・
財
界
の
目
に
見
え

る
形
で
「
賃
下
げ
反
対
！
」

の
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
職
場
の
皆

さ
ん
、
こ
の
怒
り
を
契
機

に
ぜ
ひ
全
国
税
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

理
由
は
不
要
の
は
ず

【
東
海
・
名
古
屋
西
分
会
】

ビ
ラ
で
休
暇
問
題
を
取

り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
あ
る

職
員
か
ら
「
う
ち
の
統
括
、

休
暇
の
理
由
を
し
つ
こ
く

聞
く
ん
だ
よ
。
取
り
に
く

く
て
し
ょ
う
が
な
い
よ
。

年
次
休
暇
の
理
由
欄
が
な

く
な
っ
た
こ
と
知
ら
な
い

の
か
ね
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
解
　
答
〉
黒
１
の
ツ
ケ
が
急

所
の
一
手
。
白
２
に
黒
３
で
白

死
で
す
。
黒
１
で
２
は
白
１
黒

イ
白
ロ
で
白
生
き
。
黒
１
で
イ

も
白
ロ
で
白
生
き
。
白
２
で
ハ

な
ら
黒
２
で
白
死
で
す
。

国
税
庁
は
平
成
３
年
７

月
、
税
務
署
の
機
構
を
税
目

別
体
制
か
ら
納
税
者
別
体
制

と
す
る
機
構
改
革
を
行
い
ま

し
た
。
課
税
関
係
で
は
間
税

部
門
が
な
く
な
り
、
個
人
課

税
部
門
、
資
産
課
税
部
門
、

法
人
課
税
部
門
の
現
行
の
機

構
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
体
制
を
、
今
度
は

「
機
能
別
体
制
」
に
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
と
前
回
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

内
部
事
務
（
課
税
内
部
と

管
理
部
門
）
は
各
税
目
お
よ

び
対
応
す
る
納
税
者
を
一
元

的
に
処
理
し
、
更
に
小
規
模

署
の
事
務
を
集
中
処
理
す
る

こ
と
で
効
率
化
す
る
と
い
う

の
で
す
。
こ
の
「
内
部
事
務

は
、
税
務
職
員
で
な
く
て
も

で
き
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

ミ
ソ
で
、
今
後
、
か
な
り
の

外
注
化
を
織
り
込
み
済
み
。

こ
こ
に
は
内
部
事
務
は
税

務
行
政
の
「
非
コ
ア
業
務
」

だ
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま

す
。税

務
を
機
能
別
に
見
る
と

サ
ー
ビ
ス
機
能
、
審
理
機
能
、

税
法
執
行
機
能
、
権
利
救
済

機
能
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
「
コ
ア
業

務
」
と
い
え
ば
税
法
執
行
機

能
の
税
務
調
査
と
滞
納
整

理
。
こ
こ
に
人
的
資
源
を
最

大
限
投
入
す
る
体
制
を
つ
く

り
た
い
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

適
正
公
平
な
課
税
は
維
持
で

き
な
い
と
い
う
危
機
感
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。

で
は
、
調
査
・
徴
収
は
ど

う
し
よ
う
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
第
一
は
局
署
の
役
割

分
担
の
見
直
し
。
①
局
の
所

管
法
人
を
資
本
金
１
億
円
か

ら
５
億
円
に
引
上
げ
（
売
上

基
準
等
を
併
用
）
、
大
規
模

事
業
者
事
案
セ
ク
シ
ョ
ン
で

管
理
・
調
査
、
②
「
広
域
展

開
、
悪
質
・
困
難
、
先
端
分

野
」
事
案
は
所
管
を
替
え
ず

局
の
判
断
で
継
続
的
に
管

理
・
調
査
、
③
広
域
運
営
の

監
理
機
能
は
局
の
総
括
的
部

署
に
一
本
化
し
て
そ
こ
の
格

を
あ
げ
る
、
署
に
は
「
局
派

遣
」
と
し
て
「
調
査
総
括
担

当
（
仮
称
）
」
を
置
く
。
局

主
導
で
調
査
し
な
い
事
案
は

署
の
特
調
部
門
等
で
調
査
す

る
、
と
の
方
向
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

第
二
は
調
査
体
系
の
見
直

し
で
す
。

①
個
人
課
税
と
資
産
課
税
の

一
体
的
運
営
推
進
で
、
個
人

課
税
が
譲
渡
所
得
の
調
査
を

実
施
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員

が
互
い
の
事
務
処
理
が
可
能

と
な
る
体
制
整
備
」
を
目
指

す
、
②
個
人
課
税
は
中
低
・

白
色
の
接
触
向
上
を
図
る
た

め
、
着
眼
調
査
を
継
続
、
③

法
人
課
税
は
「
新
た
な
調
査

接
触
体
系
」
＝
実
地
調
査
と

実
態
確
認
・
書
面
照
会
・
意

見
聴
取
の
組
み
合
わ
せ
＝
を

構
築
し
、
「
戦
略
的
調
査
接

触
計
画
」
を
立
案
し
て
メ
リ

ハ
リ
あ
る
調
査
接
触
を
し
て

い
く
、
と
し
て
い
ま
す
。

徴
収
関
係
は
、
分
散
配
置

型
の
体
制
で
接
触
効
率
の
維

持
を
図
る
た
め
、
署
の
一
般

部
門
の
充
実
強
化
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
機
構
の
見

直
し
は
で
て
い
ま
せ
ん
。
局

の
特
整
と
署
の
特
官
は
大

口
・
悪
質
事
案
、
署
の
部
門

は
少
額
事
案
へ
の
事
務
量
投

入
を
大
幅
に
拡
大
し
、
セ
ン

タ
ー
返
戻
事
案
処
理
等
を
整

備
し
「
量
的
滞
納
整
理
」
を

推
進
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
に
、
外

部
事
務
の
向
か
う
先
を
探
っ

て
み
ま
し
た
。
勇
ま
し
い
言

葉
も
踊
り
、
悪
質
・
困
難
事

案
に
立
ち
向
か
う
体
制
作
り

の
面
も
あ
り
ま
す
が
、
所
得

税
・
消
費
税
の
増
税
に
対
す

る
調
査
接
触
と
滞
納
整
理
の

体
制
作
り
が
く
っ
き
り
と
浮

き
上
が
り
ま
す
。

納
税
者
等
か
ら
の
資
料
徴

求
を
強
化
す
る
整
備
要
求
も

行
い
調
査
機
能
を
権
限
的
に

も
強
化
し
よ
う
し
て
お
り
、

ま
た
、
「
コ
ア
業
務
」
に
女

性
職
員
、
若
手
職
員
を
い
か

に
動
員
す
る
か
を
課
題
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
動
き
は
、
職
員
に
対

し
て
は
転
課
、
配
転
、
他
税

目
同
時
処
理
、
件
数
・
増
差

の
ノ
ル
マ
主
義
と
い
う
重
圧

に
結
び
つ
く
可
能
性
の
強
ま

り
と
な
り
ま
す
。

業
務
の
あ
り
方
に
対
し

て
、
き
ち
ん
と
も
の
が
言
え

る
労
働
組
合
の
存
在
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

﹇
終
了
﹈

７
月
１
日
、
今
年
の
人
事
異
動
に
関
す
る
「
内

示
」
が
全
国
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る
８
級
昇
格
可
能
ポ
ス

ト
発
令
の
内
示
で
は
、
東
京
地
連
で
普
通
科
24

期
・
39
年
採
用
職
員
が
決
着
と
な
り
、
近
畿
地
連

で
は
「
52
歳
の
壁
」
を
打
ち
破
る
な
ど
前
進
面
も

あ
っ
た
も
の
の
、
発
令
数
は
昨
年
よ
り
も
５
名
減

少
（
21
名
）。
普
通
科
25
〜
29
期
を
大
量
に
残
す

な
ど
依
然
と
し
て
組
合
差
別
は
解
消
し
て
お
ら

ず
、
全
く
納
得
で
き
る
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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